
オブジェクト指向設計	 予習範囲・暗記事項・予習ノート・練習問題	 for 講義No.2 
 
・暗記事項を参考にして予習ノートの作成 
・予習範囲の熟読 
・暗記事項の暗記 
・教科書の演習問題を理解 
上記を済ませてから練習問題に取り組んでください。 
最終ページに解答を載せています。 
 
予習範囲 

P.11~P.18の 2.3節の前までです. ただし，ソースコード 2.6, 2.7, および，2.8は講義中に演習を行います.  
 
暗記事項 

【暗記事項 1】から【暗記事項 28】までは，すべて、「A: 正しい」が正答となります。予習確認テストでは表現
を変えて「B: 間違っている」が答えになることもあります． 
ただ覚えるだけでなく，教科書中の当該事項を説明した文章を読んで理解につとめてください。 
 
【暗記事項 1】クラスの定義には予約語 classを用いる 
【暗記事項 2】クラス名は予約語 classの後に書く  
【暗記事項 3】クラスの構成要素は，フィールド，メソッド，およびコンストラクタである.  
【暗記事項 4】変数を用いるためには宣言しないといけない  
【暗記事項 5】変数は基本データ型変数と参照型変数に分けられる  
【暗記事項 6】変数はフィールドと局所変数に分けられる  
【暗記事項 7】局所変数のことをローカル変数と呼ぶことがある  
【暗記事項 8】フィールドと局所変数は，宣言の位置によって区別できる  
【暗記事項 9】基本データ型変数ではない変数は参照型変数である.  
【暗記事項 10】基本データ型変数の型の種類は boolean, byte, char, short, int, long, float, doubleの 

8種類である. 
【暗記事項 11】boolean型の変数には true(真)または false(偽)の値が入る.  
【暗記事項 12】charは非負の整数である. 
【暗記事項 13】floatは 32bitの実数である.  
【暗記事項 14】基本データ型変数を宣言する書式は，「変数の型名 変数名;」である.  
【暗記事項 15】参照型変数を宣言する書式は，「クラス名 変数名;」である.  
【暗記事項 16】参照型変数の宣言における「クラス名」と 

基本データ型変数の宣言における「基本データ型変数の型名」をまとめて 
「型名」や「変数の型」と呼ぶ． 

【暗記事項 17】クラス名は通常，大文字から始める. 
【暗記事項 18】変数名は通常，小文字から始める.  
【暗記事項 19】参照型変数はオブジェクトのメモリ空間上の位置を記憶するためのものである.  
【暗記事項 20】オブジェクトは参照型変数を介してアクセスすることができる.  
【暗記事項 21】参照型変数の初期値は nullであり，オブジェクトを参照していない状態を表す.  
【暗記事項 22】Java言語における命名の慣習として，次のものがある： 



「英単語などの意味のある単語を 1つ以上組み合わせる」 
【暗記事項 23】Java言語における命名の慣習として，次のものがある： 

「2語以上の英単語をつなげる場合は，2語目以降の単語の先頭文字を大文字にする」 
【暗記事項 24】new演算子を用いることによりオブジェクトを生成することができる.  
【暗記事項 25】new演算子を用いたオブジェクト生成の書式は「new クラス名(引数リスト)」である 

(教科書 3章に記載されています). 
【暗記事項 26】new演算子によるオブジェクトの生成直後，コンストラクタが呼び出される. 
【暗記事項 27】Rectangle	rectangle	=	new	Rectangle(2,1,5,6); 
            のように一行で書いた場合と， 

Rectangle	rectangle;	

rectangle	=	new	Rectangle(2,1,5,6);		

のように 2行で書いた場合は同じ意味となる. 
【暗記事項 28】Rectangle	rectangle	=	new	Rectangle(2,1,5,6); 

のように書けば， 
1) クラス Rectangleの参照型変数 rectangleを宣言し(左辺)， 
2) new演算子によりクラス Rectangleのオブジェクトを生成し(右辺)， 
3) 参照型変数 rectangleに生成したオブジェクトの位置を記憶させる， 
ということを意味している. 

 
 
  



クラスは，１つの機能・役割を担うように記述する 
	    ↓ 
	 	 	 	 可読性が高まるだけでなく，プログラムの修正（変更・追加）が容易になる． 
 
 

（注）クラス名は通常，	 	 	 から始める 17 

 

 

 
変数を用いるためには	 	 する必要がある 4 

 そして，変数は以下のように分類できる． 
  	 	 	 	 	 型変数	 と	 	 	 型変数 5  (1) 

  	 	 	 	 	 	 	 	 	 と	 	 	 変数 6 (       変数) 7 (2) 
 
  ⇨ 「(2)として宣言された(1)」と表現される 
 
基本データ型変数 

   

 基本データ型変数とはデータを入れる箱のようなもの 
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2.1 クラス
Java言語では，関連のあるプログラムコードや変数をクラスとしてまと

めます．複数の多様な機能や役割を，クラス単位で分割して記述すること

により，プログラムの構成を整理することができます．このことにより，

他人が書いたプログラムや過去に自分で記述したのにも関わらず，仮に記

述したことすら忘れてしまっているプログラムであっても，容易にその目

的や動作を理解することができます．11.3節で説明しているように，単一▲

［可読性の高いプログラム］
クラス単位でプログラムの
構成を整理することを可読性
を高めるといいます．この他
に，コメントを付けたり，コー
ディングスタイルを揃えるこ
とも可読性を高めることに繋
がります．可読性を高めるの
は，他人が読みやすくするた
めだけでなく，自身のソース
コードでも時間が経過すると
忘れることが多いため，将来
の自分のためということもあ
ります．

責任の原則に従えば各クラスは，1つの機能 / 役割を担うように記述しま

す．こうすることによって，可読性が高まるだけでなく，プログラムの変

更 / 追加が容易になると考えられています．

ソースコード 2.1にクラスを示します1)．このプログラムソースでは，1
つのクラスが定義されており，そのクラスの中では 5つの変数が宣言され，

3つのメソッドと 1つのコンストラクタが書かれています．クラス，メソッ

ド，コンストラクタ，並びに変数がどれか判るでしょうか？

▲

［クラス定義について］
クラス定義について既に判
っておられる方は，2.6 節ま
で読み飛ばしてもらって構い
ません．

まず，クラスの定義方法を述べます：

クラスの定義方法

　　アクセス修飾子 class クラス名 {

　　　　フィールドの宣言，メソッド・コンストラクタの定義

　　}

クラスには，名前を付けなければなりません．前章の例では，お客さん

や受付，ウエイターという名前が付けられていました．このクラスの名前

をクラス名と言います．キーワード classに続く単語がクラス名を表して

▲

［クラス名］
クラス名は大文字から始め
ます． います．クラス名の後ろには中括弧開き「{」があり，ここからクラスの定

義が始まります．クラス定義の終わりには中括弧閉じ「}」があります．こ

の中括弧の「開き」から「閉じ」までの間にフィールド，メソッド，コン

ストラクタを定義します．

▲

［中括弧の対応］
フィールド，メソッド，コン
ストラクタの定義や，制御文に
も中括弧は使われます．中括
弧の対応付けについては，21
頁のネスト構造の説明で触れ
ます．差し当たり，ソースコー
ド中の末尾の括弧閉じがクラ
ス定義終了を意味する括弧と
じであると考えてもらって差
し支えありません．

✓ ✏
例題 2 – 1
ソースコード 2.1で，クラス名を答えなさい．また，クラスを定義し

ている箇所の範囲を答えなさい．✒ ✑
クラス名はキーワード classの右隣にある単語です．ソースコード 2.1

では，クラス名は，Rectangleです．

クラスを定義している箇所の先頭行は，キーワード classがあるところ
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2.2 基本データ型変数と参照型変数
■ 変数の分類

変数は基本データ型変数と参照型変数に分類できます．そして，宣言す

る位置によって，フィールドと局所変数（ローカル変数）に分類できます．

これらの分類は組み合わせることができることに留意してください．

•フィールドとして宣言された基本データ型変数
•フィールドとして宣言された参照型変数
•局所変数として宣言された基本データ型変数
•局所変数として宣言された参照型変数

本節では，基本データ型変数と参照型変数を説明し，2.5節でフィールドと
局所変数を説明します．

■ 基本データ型変数

基本データ型変数は，データを入れるための箱のようなもので，箱の大

きさや，箱に入れてもいいデータの種別（整数，実数）によって，次の 8

種類があります．

▲

［基本データ型変数の型］
基本データ型は表でまとめ

ているように 8種類しかあり
ません．変数を宣言している
箇所で，8 種類以外のものが
型名になっていれば，その変
数は次頁で述べる参照型変数
ということになります．

型名 データの種類 範囲または大きさ

boolean 真偽値 true, false

byte 整数 −128 ∼ 127

char 整数 0 ∼ 65535

short 整数 −32768 ∼ 32767

int 整数 −231 ∼ 231 − 1

long 整数 −263 ∼ 263 − 1
float 実数 32ビット

double 実数 64 ビット

先ほど，変数は箱のようなものと書きましたが，箱を作成するためには

変数を宣言しないといけません．基本データ型変数の宣言方法は次のよう

に行います：

基本データ型変数の宣言

　　変数の型名 　変数名;

たとえば，ソースコード 2.2の 1行目のように，double length;と宣言

▲

［変数名］
通常，変数名は小文字で始

めます． すると，lengthという名前（変数名）で箱が作られ，その箱には実数が入
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参照型変数 
 オブジェクトのメモリ空間上の	 	 を記憶しているもの 19 

 
 
変数の型 
	  基本データ型変数の宣言「基本データ型変数の型名」 
     参照型変数  の宣言「クラス名」 
 
変数名の命名規則 

 ・変数名は通常，	 	 	 から始める 18 
 ・Java言語における命名の慣習として， 

・英単語などの	 	 	 	 	 	 	 を１つ以上組み合わせる 22 
・２単語以上の英語をつなげる時，２語目以降の単語の先頭の文字は	 	 	 にする 23 

 
参照型変数とオブジェクト 

 参照状況を変化させる方法は３通り 
 (1) 新たにオブジェクトを生成する 
 	 	 	 	 	 演算子を用いる 24 

 	 	 オブジェクト生成の書式 
new  クラス名(引数リスト) 25 

 
 

   ・new演算子によるオブジェクトの生成直後，	 	 	 	 	 	 	 が呼び出される 26 
   ・newという文字列は予約語（変数名やクラス名などに使えない）なので，newという単語が 
	 	 	 	 	 	 	 ソースコードにあれば，そこでオブジェクトが生成されていると考えてよい 
 

 (2) 参照型変数にオブジェクトを参照させなくする 
 	 	 ・参照型変数の初期値は	 	 	 であり，どのオブジェクトを参照していない状態を表す 21 
   ・オブジェクトを参照している（オブジェクトの場所を覚えている）参照型に， 
 	 	 	 オブジェクトを参照させなくするには nullを代入する 

   （例）	 rectangle	=	null; 

 

 (3) 他の参照型変数が参照しているオブジェクトを参照する 
    代入演算(=)を用いる（下のソースコードの３行目）． 
	 	 	 	 	 	 	 3行目の実行後，参照型変数 rectangle1と rectangle2は同じオブジェクトを参照する 

Rectangle	rectangle1	=	new	Rectangle(2,1,5,6); 

Rectangle	rectangle2;	

rectangle2	=	rectangle1; 
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ることになります．1 行目が終了した段階では，初期値の 0が入っており，

3 行目で値が 5.0 に代わっています．もし，1 行目の宣言を行わずに，3 行

目だけを書いていた場合，そのようなプログラムはエラーとなり，コンパ

イルが通りません．宣言をすることによって初めて lengthという変数名

に関連づけられた箱が作られ，利用可能となるのです．

ソースコード 2.2 基本データ型変数の宣言と使用例

1 double length;

2

3 length = 5.0;

■ 参照型変数の宣言

参照型変数はオブジェクトのメモリ空間上の位置を記憶しているもの

です．オブジェクトは参照型変数を介してアクセスします．そのため参照

(reference)という名前が付けられています．参照型変数の宣言は次のよう

に行います：

▲

［参照型変数の宣言］
参照型変数の宣言には，ク

ラス名を書いています．クラ
ス名は大文字で始める慣習に
なっているので，大文字で始
まっている単語があれば，そ
の単語をクラス名として，参
照型変数を宣言している可能
性が高いです．

参照型変数の宣言

　　クラス名 　変数名;

以下のソースコードは，参照型変数を宣言しています．1 行目では，クラ
ス Rectangleの参照型変数である rectangleが宣言されています．小文

字で始まる rectangleのほうが変数名にあたります．2 行目では，クラス

Vectorの参照型変数 vecが宣言されています．

ソースコード 2.3 参照型変数の宣言

1 Rectangle rectangle;

2 Vector vec;
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ソースコード 2.3 参照型変数の宣言

1 Rectangle rectangle;

2 Vector vec;

	               15 

⇨            は参照型変数を介して 
アクセスできる 20 
基本データ型変数では	 	 変数は参照型変数 9 
 

88 

⇨ 「     」や「	 	 	 	 	 」と呼ぶ 16 
 

88 
宣言の左側 

88 

1．オブジェクトを生成する 
⇦  2. コンストラクタを呼び出す 

3. 生成したオブジェクトの位置を返す 
 

予約語 

88 

生成するオブジェクトが属するクラス 
そのクラスのコンストラクタが呼び出される 
 

88 



練習問題 

確認テストも，この練習問題と同じ方法で，解答してください．最終ページに答えを載せています． 
 
解答が複数ある場合は、ハイフン で繋いで答えること。 

例: Aと B と Cを解答したい場合，A-B-Cと解答欄に記入する。答えがない場合は-1と解答すること。 
行番号を解答するとき、左詰めの 0は取ること 
 例: 001行目を解答するときは 1を解答すること 
 
以下のソースコードについて【練習 01】から【練習 04】を解答しなさい 
 
1 public class VarDefinition { 
2   float var = 0; 
3 } 
 
【練習 01】クラス名を答えなさい 
【練習 02】宣言された変数の個数を答えなさい 
【練習 03】変数の型名を答えなさい 
【練習 04】変数名を答えなさい 
 
以下のソースコードについて【練習 05】から【練習 08】を解答しなさい 
 
1 public class LocalVars { 
2   public static void main(String[] args) { 
3 VarDefinition varDefinition = new VarDefinition(); 
4 double a; 
5   } 
6 } 
 
【練習 05】このソースコードで定義されたクラスのクラス名を答えなさい 
【練習 06】宣言された変数の個数を答えなさい 
以下、解答が複数ある場合は、変数が宣言されたソースコードの行数の昇順で、ハイフン繋ぎで答えること。 
例: int-char-long 
【練習 07】宣言された変数のすべてについて、型名を答えなさい 
【練習 08】宣言された変数のすべてについて、変数名を答えなさい 
 
以下のソースコードについて【練習 09】から【練習 13】を解答しなさい 
 
01 public class ClassWithMethod { 
02   byte data; 
03   String name; 
04   public ClassWithMethod(byte arg1, String arg2) { 
05 data = arg1; 
06 name = arg2; 
07   } 
08   public void printName() { 
09 boolean flag = false; 
10 System.out.println(name); 
11 if (data == 2) { 
12     flag = true; 
13 } 
14 System.out.println(flag); 



15   } 
16 } 
 
【練習 09】このソースコードで定義されたクラスのクラス名を答えなさい 
【練習 10】クラス内で宣言された変数の個数を答えなさい 
【練習 11】宣言された変数のすべてについて、宣言があった箇所の行番号を答えなさい 
【練習 12】宣言された変数のすべてについて、型名を答えなさい 
【練習 13】宣言された変数のすべてについて、変数名を答えなさい 
 
以下のソースコードについて【練習 14】から【練習 18】を解答しなさい 
 
01 public class Confusable { 
02   long l1, l2 = 3; 
03   public Confusable(long l1, long l2, long l3) { 
04 this.l1 = l1; 
05 this.l2 = l2; 
06 System.out.println(l3); 
07   } 
08  
09   public boolean compare(boolean l3) { 
10 boolean ans = false; 
11 if (l3 == true) { 
12    if (l1 < l2) ans = true; 
13 } 
14 else { 
15    if (l1 >= l2) ans = true; 
16 } 
17 return ans; 
18 // 普通、 return (l1 < l2) == l3; と一行で書く。 
19   } 
20 
21   public Confusable getInstance() { 
22 Confusable confusable; 
23 confusable = new Confusable(0, 1, 2); 
24 return confusable; 
25 // 普通、 return new Confusable(0, 1, 2); と一行で書く。 
26   } 
27 
28   public static void main(String[] args) { 
29 Confusable confusable = new Confusable(3, 2, 4); 
30 confusable.compare(false); 
31   } 
32 } 
 
【練習 14】このソースコードで定義されたクラスのクラス名を答えなさい 
【練習 15】クラス内で宣言された変数の個数を答えなさい 
【練習 16】宣言された変数のすべてについて、宣言があった箇所の行番号を答えなさい 
【練習 17】宣言された変数のすべてについて、型名を答えなさい 
【練習 18】宣言された変数のすべてについて、変数名を答えなさい 
 
  



以下の問いに答えなさい。ただし、クラス LocalVarsは、本 PDFの 5ページ目のものを用いる 
（解答にはセミコロンを記述しないこと） 
【練習 19】クラス LocalVarsの参照型変数 localVarsを宣言しなさい 
【練習 20】クラス LocalVarsのオブジェクトを生成するコードを書きなさい 
【練習 21】クラス LocalVarsの参照型変数 localVarsを宣言し、オブジェクトを生成し参照させなさい 
この授業では、「厳密に」もしくは「まわりくどく」問題文を書いていますが、実習科目の課題 PDFでは、下の
ように、ざっくりと書いていることが多いです。下の問題は対応する問題と同じことを言っています。 
【練習 19’】LocalVars型の変数 localVarsを宣言しなさい 
【練習 20’】LocalVarsのオブジェクトを生成する 
【練習 21’】LocalVarsの変数を宣言し初期化する 
変数名に自由度を持たせている課題なら【練習 20’】のような表現で課題スライドに書いていても【練習 21】の
ようなコードを書くことを期待されていることがあります。気を付けましょう  



練習問題の解答 

【練習 01】VarDefinition 
【練習 02】1 
【練習 03】float 
【練習 04】var 
【練習 05】LocalVars 
【練習 06】3 
【練習 07】String[]-VarDefinition-double 
【練習 08】args-varDefinition-a 

【練習 07】と【練習 08】についてmainメソッドの引数も含めていることに留意してください。また、
変数名の varDefinition が小文字から始まっていて、型名（これは参照型変数なのでクラス名）の
VarDefinitionは大文字で始まっていることにも気を付けましょう	

【練習 09】ClassWithMethod 
【練習 10】5 
【練習 11】2-3-4-4-9 
【練習 12】byte-String-byte-String-boolean 
【練習 13】data-name-arg1-arg2-flag 
【練習 14】Confusable  
【練習 15】10  
【練習 16】2-2-3-3-3-9-10-22-28-29  
【練習 17】long-long-long-long-long-boolean-boolean-Confusable-String[]-Confusable 
【練習 18】l1-l2-l1-l2-l3-l3-ans-confusable-args-confusable 
【練習 19】LocalVars localVars 
【練習 20】new LocalVars() 
【練習 21】LocalVars localVars = new LocalVars() 
	

 


